
 

ひとことの重みを考える 
     副校長 伊藤 雅一   

 残暑が続く中で前期後半をスタートした子供たちは、暑さに負けることなく元気に過ごしていて、今週から

始まった運動会練習に積極的に取り組む姿も見られます。残り１週間となった前期ですが、学習面でも行動面

でも自分自身をきちんと振り返って、後期の目標を立てて頑張ってほしいと思います。 

先日の北海道厚真町付近を震源とする大地震や大型の台風２１号による影響で、大勢の尊い命が犠牲となっ

てしまいました。その方々のご冥福を心よりお祈りするとともに、被災地の一日も早い復興を切に願っており

ます。 

 ある新聞の投書コーナーに学習塾を経営する方のことが載っていました。その塾では子供たちに「うるせえ」

や「うざい」などを「禁止言葉」として決めて徹底させるとともに、それを保護者にも知らせているという内

容でした。さらに、この「禁止言葉」のような言葉を日常生で活の中で使っている子供たちが、世間では多く

見られるようです。とても残念に思うとともに、相手を大きく傷つけることになるので、絶対に無くしていか

なければなりません。 

一方、「魔法の言葉」と呼ばれるものが世の中には存在します。頑張っている人に力を与えたり、悩んでい

る人を勇気づけたり、困っている人を助けたりする言葉です。最近では、甲子園に出場した高等学校の校歌に

「やればできる」という歌詞があり、その学校の快進撃から魔法の言葉として有名になったのは記憶に新しい

ところです。朝、明るい笑顔の大きな声で「おはよう」と言われたらとても気持ちがよくなります。友達が無

くしたものを一緒に探してあげたときに「ありがとう」と言われたらとても嬉しくなります。悲しいことがあ

って泣いているときに友達から優しく「だいじょうぶ？」と声をかけられたらとても励まされます。いずれも、

たった一言だけで相手の気持ちをよい方向に変えることができる、これが「魔法の言葉」です。 

 一度自分が発した言葉は、もう取り返すことができません。その言葉に対して自分自身が責任をもたなけれ

ばなりません。そういう意味からも言葉の一つ一つにはとても重みがあり、だからこそ大事にしていく必要が

あります。自分自身の人柄そのものが口に出す言葉に表れるので、自分の心を磨いていくことを常に心がけな

がら、日々の生活の中で発する言葉を大切にしていきたいと考えております。 

本校では、子供たちの表現力を高めるだけでなく、日常の挨拶や会話から教職員同士や教員と子供の関係が

温かい雰囲気で包まれるように取り組んでいきます。ご家庭でも、「ひとことの重み」についてお話いただけ

れば幸いです。 

後期も運動会から始まり、展覧会、マラソン大会、６年生を送る会等、様々な行事があります。日々の学習

での積み重ねはもちろん、行事を通して子供たちが大きく成長し、満足感や達成感を味わえるように、教職員

一同、心を一つにして取り組んで参ります。後期も本校の教育活動を温かく見守っていただき、御理解・御協

力のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

  

 平成３０年９月２９日 

墨田区立小梅小学校 

校長  荒井 令子 

教育目標  ○思いやりのある子  ○深く考える子 ○たくましい子 

マラソン大会の変更について 

変更前：１月１９日（土）隅田公園内 → 変更後：１２月８日（土）隅田川ランニングコース（土手） 

理由・・・隅田公園の改修工事のため（例年のコースが使用不可） 

※急な変更により御迷惑をおかけすることをお詫び申し上げます。何卒、御理解のほどよろしくお願いいた

します。 

家庭数配布 



 前期を終えて 

１年担任 白井 俊典 

 入学から半年がたちました。４月は様々なことに対して不安そうにしていた１年生ですが、今で

はすっかり学校生活に慣れ、元気に登校しています。体育の着替えや給食、掃除など、協力しなが

ら取り組むことができるようになりました。また、進んでお手伝いをしたり、苦手なことにも挑戦

したりしようという姿勢を大変頼もしく思います。初めて 

学ぶことに目を輝かせ、ますます意欲的な１年生です。校 

長講話作文や絵日記など、文章を書く機会が増え、自分の 

考えを表現することを楽しむ姿も見られています。生活科 

見学にも行き、様々な体験をする中で成長を感じています。 

１０月には大きな学校行事である運動会があります。小 

学校初めての運動会での１年生の元気いっぱいな姿を温か 

く見守って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月の生活目標  廊下や階段を正しく歩こう                   

生活指導主任 山口 勝代 
 

涼しい日も増え、子供たちの活動が活発になってきました。しかし、秋雨の続くこの時期は休み時間に校

舎内で過ごすことが多くなります。また運動会の練習もあり、廊下歩行を急いでしまいがちです。こうした

少しの気のゆるみが、廊下の曲がり角での出会い頭の衝突や、階段を踏み外して転落することにつながり、

大変危険です。校舎内での落ち着いた行動を徹底的に指導し、安全・安心の確保に努めます。御家庭でも、

落ち着いた行動の大切さを家族で話し合ってみてください。 

 

 

生活科見学(東武博物館・東白鬚公園) 

２年担任 高橋 礼奈  

 ９月１３日(木)、低学年生活科見学を行いました。すっきりと晴れた秋空の下、東向島にある東

武博物館と東白鬚公園に行ってきました。 

 東武博物館では、電車やバスの運転シミュレーションを体験したり、さまざまな展示を思い思い

に見学したりしました。東白鬚公園では、どんぐりやきれいに色づいた落ち葉を拾い、小さな秋を

たくさん見付けることができました。見学中は子供たちが「今度はあっちで遊ぼう！」「ここにた

くさんどんぐりがあったよ！」と、学年やクラスを超えて 

関わる姿が見られ、春の遠足に比べ１・２年生の絆の深ま 

りを感じました。２年生は、１年生が危なくないように歩 

道の内側をゆずる姿や、電車の中で１年生を席に座らせる 

姿を見せてくれました。上級生としての思いやりや責任感 

が育ってきていると感じました。２年生は、最後の生活科 

見学。楽しい思い出になったと思います。 

 



 

 

        

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

生活科見学で秋探しをしました。 

墨田中学校の授業を体験してきました。 初めて騎馬戦の練習をしました。 

生活科見学で東武博物館に行きました。 

山形さくらんぼ俳句大会・賞状をもって記念撮影。 地域の防災マップを学年で作っています。 

 

※これらの写真は、正門横の掲示板でもご覧いただけます。 


